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梗概
　ホルヴァートは商い盛んなハンガリーの商人で，市門の前に大きな館を持っ
ていた。ここまで成功するために各地を飛び回っていたので，娘の教育，家政
は，妻を亡くしてからは，妻のいとこのマルギットに任せてきた。しかし名を
成したおかげで取引の相手方がやって来るようになり，今は家にいて仕事に励
むことが出来る。客好きで，商人たちも彼のもとでは厚遇されたのでよく人が
出入りする。
　ある秋の夕暮れ，彼は客を送っての帰り道，憔悸した様子の若者が路傍にへ
たりこんでいるのを見た。擦り切れ，汚れた衣服から一目でハンガリー人でな
いことが判る。ホルヴァートは「起きろ」と言ってコインを彼に投げた。若者
は大声にびっくりし，逃げようと身構えたが，コインを見ると，坐り直し，「生
きるにゃ少なすぎるし，死ぬにゃ多すぎる！」と足で蹴った。施しではなくて
仕事が欲しい，と言う。ホルヴァートがきれいな手でどんな仕事が出来るんだ
ね，と尋ねると，若者はペンの方が木斧よりももっと仕事が出来るさ，と言い
返す。フランス・バウアーという名で，ウィーン生まれ。弁護士の所で働いて
いたが，世間を知りたいと思ってそこを辞した。しかし，途中重い病いを患い，
また，泥棒にあって身分証と持っていた貴重品を盗られてしまい，どうしてよ
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いのか途方にくれているのだ，と語った。ホルヴァートは本当に仕事が出来る
なら見つけてやろう，と言って若者を馬車に乗せた。
　帳簿係が数週間前に亡くなり，困っていた所だったので，翌朝さっそく若者
にやらせてみると，前任者よりもあらゆる点で能力が上だということが判った。
たまっていた仕事を難無く，また正確にこなす。一ヶ月経ってホルヴァートは
彼を正式に雇うことにした。その日からフェレンツと呼ばれることになり，最
初の人みしりな，傲然たる態度もなくなり，瞬く間に彼は仲間たち，彼の眼病
にやさしく薬をくれたマルギット，そしてこの家の娘チェンチ，すべての人の
心をつかんだ。
　チェンチは父が裕福でもハンガリーの田舎ではろくな教育を受けられなかっ
たし，特に，ドイツ語の知識が乏しかったので，フェレンツはそれをチャンス
と利用した。こうして暇な折々にドイツ語を教えようとの申し出は父娘ともど
もから喜んで受け入れられ，かわりにチェンチが彼にハンガリー語を教えるこ
とになった。二人の相互授業はたちまち熱心なものになっていった。数箇月後
にはチェンチの口から，マルギット相手に，フェレンツへの恋心がほのめかさ
れるまでになった。
　しかしフェレンツが急速にこの家の人々に気にいられていく一方で，御者の
アンタールだけは彼のことを快く思っていなかった。原因としては彼に軽んじ
られているとか，又，よそ者に自分が以前なろうとしてダメを言われた地位を
奪われたのを妬んでいるのだろうことが考えられた。いずれにせよ，何事につ
けてもフェレンツにいやがらせをし，悪意の目で見るのだった。その一つは，
彼が失くしたと言っている証明書の写しがちっともウィーンから届かないでは
ないか，という点。もう一つは，彼が頭痛と眼病で苦しんでいるにしても，包
帯その他で顔をぐるぐる巻きにするのが決まって主人の商取引先の友で，シュ
タイヤーマルクトかケルンテンからの人たちがこの家に泊まる日に限るという
事実だった。そればかりか，アンタールはフェレンツが病気のためにマルギッ
トから貰っている薬を，口ではその効能を褒めちぎっているくせに，実際には，
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殆ど使わないで，貰う先から捨てている事実も握っている，とさえ主張した。
それに主人のことも，よく一人娘をどこの馬の骨とも知れない男と一緒にさせ
たり出来るものだと悪く言った。ホルヴァートは故ない中傷と取り合わなかっ
たが，娘に妙な噂をたてられないように，二人の授業を禁じ，他方でアンター
ルにはこれ以上変なことを言うなと口を封じた。
　それから二年経った秋。遺産が手に入ったアンタールは故郷で雑貨屋をする
ため，暇を乞うことにした。ホルヴァートは彼の長年の労に感謝し，又，辞め
るのを残念がった。アンタールは涙をこぼしながら，「自分はそれにふさわしく
ない時に事を掻き乱すようなことを言ってしまったために，そうすべきふさわ
しい時には必要なことを言えなくなってしまいました。もう見ていることが出
来なくなるので，心が痛みます」と言い，ホルヴァートにどうか目をしっかり
開けて，あなたの歩もうとしている道をよく見詰めて下さい，という言葉を残
して去って行った。
　その日午後遅く集金を命ぜられ外出していたフェレンツがすっかり暗くなっ
て戻ると，家は普段よりも明るく，見知らぬ従僕が中庭で馬の世話をしている。
彼は直ぐにこの家に客が来ていることを知った。しばらくためらった後，台所
から中に入ると直ぐにマルギットがやって来た。フェレンツは彼女の手にうや
うやしくキスをすると，金袋を自分の代わりに主人の所に持っていって，用件
は言われた通り果たしてきたと伝えてほしい，と頼んだ。自分はまた頭痛がひ
どくて，体がぞくぞくするのでベットにはいりたいと。マルギットは客が来て
いるのに，夕食に顔を見せず，主人に聞かれても答えられない私に仕事の報告
をしろというのか，となじる。それに，今日は昼間ずっといなかっのでチェン
チが寂しくしているのに，夜も姿を見せなきゃ可愛想だよ，となおも言い聞か
せるのに心を動かされたのか，あるいはちょうどその時主人のホルヴァートが
客のシュタイドラーを案内して階上を通りかかり，フェレンツはまだ戻ってい
ないのかと尋ねられたためか，結局彼は，今報告にあがります，と答えるのだ
った。
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　フェレンツが包帯を巻いて，眼帯をして食堂に入っていくと，晩餐はもう始
まっていた。主人は彼の報告を聞くと黙ってうなずき，端に行って坐わるよう
に指示した。収穫や値の話の後，客人は当地へやって来るのが遅れたのは，出
がけに「哀れな罪人」の件で時間を取られたからだと次のように語った。
　二年前指物師の職人が親方を撲殺し，嫌疑がかからないように方策したりし
てうまい具合に逃げていたが，良心の呵責に酎えられなくなり，三週間前突然
戻ってきて，お上に自首して出た。そして犯した罪を悔いつつ，今日処刑され
たのだという。
　一同はしばし無言であった。口をきったのはホルヴァートで，「神の目には何
もかもお見通しなのだ，」と若い二人を見ながら感に耐えぬように言った。客人
はまた考え深げに頭を振りながら，「人はそう言いますが，必ずしも全てのもの
が明るみに出る訳でもないですよ」と，今度は未だ犯人がつかまっていない別
の殺人事件のことを語り出した。
　それはブルックで，今から三年半前に起こったものだという。いつも彼はブ
ルックに行くとクロイツヴィルトの所に宿をとる。ある日地元の連中の祝宴が
行われていたので，彼はいつもと違う部屋に入れられた。翌朝目覚めた時の習
慣で部屋の窓を開けると，そこは彼の知らない裏路地に面した場所で，真向か
いの古い建物の玄関ドアの所で男と女が熱心に話をしている。男の方は身なり
からして明らかに町の名士の一人と思われる若者。他方，別れを告げに戸口ま
で送って来た様子の相手はひどい醜女で，箒を持たせれば立派な魔女といった
感じの老婆だった。シュタイドラーがびっくりしたのは，突然若者が，相手が
まるで王女様で，美の化身でもあるかのように，その痩せて，指の曲がった手
をとって恭しく，また，情熱的にくちずけたのを見たからだった。二人の関係
に興味を持った彼は，早速朝食を運びに部屋に入ってきたクロイツヴィルトに
尋ねた。主人は「あれはマルチパンのリーゼ婆さんですよ。」と教えてくれた。
金持ちのレープクーヘンつくりの未亡人で，夫の死後その仕事を止め，金貸し
になった。とてつもない利子を取ったり，借金のかたの家屋敷を売っ払ってし
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まったり，もし彼女の薄情に文句でも言おうものなら，「私にとっちゃあ貸した
金を取り戻せばいいだけのことで，他のことはマルチパンみたいなもんさね」
と言うのが常で，その言い草が結局彼女のあだなになったのだという。家，土
地，ぶどう園の外に，金をうなるほど持っている。しかし，身寄りがないので，
死んだらその財産が誰のものになるのか分からないという。続けて，では，あ
の若者の方は，と尋ねると，宿屋の主人は笑いながら，彼の狙いは婆さんの金
ですよ，と教えてくれた。親が貧乏だったが，彼は「努力と，才能と，殊には
しかし，女たちのひいきを得て出世したんだそうです。様子がよくて，頭が賢
い若者だから女の扱いもうまく心得ているのでしょうね。だから今では市の記
録係になっており，顧問たちにも市民にもとても好かれているんです。」ただ彼
が市場の商人のランプレヒターの一人娘ナー二に熱をあげ，そのため娘の方も
他の求婚者を次々断る始末なので，ランプレヒターだけは彼のことをよく思っ
ていないという。老婆と若者の関係は，彼が老婆の所の借家人となって移って
来てからで，自分にしこたま金を遺してくれるのを期待して，婆さんに甘いこ
とを言ったり，世話したりで取り入っている。そして老婆が死んだらナー二と
結婚しようと思っているのだそうで，実際若者が言うには，自分が婆さんの遺
言を書いてやったとのことで，その中で自分が相続人になっている，と言って
いるそうだが，他方で老婆にその点を尋ねると，薄気味悪い笑いを浮かべ，「屋
根の上の鳩はまだ串刺しになっているわけではない」といったような答えをす
るとかで，本当の所はどうなっているのか分からないということだった。
　ここでシュタイドラーは話を中断させられた。フェレンツが椅子をひこうと
して大きな音をたてたからで，注目を集めてしまったことに困惑しながら，明
るい所にいると目が痛むのです，と言う。ホルヴァートが，なら，もうベッド
に入ったらどうだと言うと，彼は話がおもしろそうなので，暖炉の後ろの暗い
所に言って続きを聞きたい，と返事する。
　さて，シュタイドラーの話は六週間後に起こった事件のことに移る。
　その日ブルックでは市がたつことになっていたのに，来てみると人が全くい
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ない。宿屋に着いても，誰も出迎えに出て来ない。その代わり家の隅の方に人々
が集まっている。近付いていくと，クロイツヴィルトが手招きしている。何か
あったのですか，と尋ねる彼に宿屋の主人は，「マルチパンのリーゼ婆さん」に
会わせてあげますよと言って，人群れをかきわけながらどんどん彼を引っ張っ
て行く。路地を抜け，向かいの建物に入り，連れて行かれたのはそこの女主人
の寝室だった。そこに老婆がベッドから離れた所で，申し訳ていどの布を身に
着け，首にネッカチーフを巻きつけられ，死体となっていたのである。彼女の
机の中の書類を調べている一人の立派な紳士を何人かが取り囲んでいる。クロ
イツヴィルトがあれはナー二の求婚者の一人の法律顧問官だと教えてくれた。
どうやら老婆の遺産のことを話しているらしい。そこでシュタイドラーは，例
の若者のことを聞いてみる気になった。宿屋の主人は声をひそめて，彼なら仕
事でラミングに行っており，もう六日も前からいないと言う。しかし，その時
大声で「中に入れてくれ！」と，まさに今話したばかりの当の記録係が入って
きた。驚きの声をあげる若者に向かって，法律顧問官は嘲りと又他人の不幸を
喜ぶ気持ちを隠そうともせず，「そうさ，母のごときガールフレンドの恐ろしい
最期を嘆くがいい」と言った。そして，彼女がその莫大な全財産をそっくりそ
のまま，すっかり全て市に，市民病院と孤児院をつくるためにと，遺言で残し
てくれたことをその場の人々に明らかにした。これを聞いて感動した人々が老
婆を称え，祈りを捧げ始める一方で，若者は狂わんばかりの怒りをあらわし，
苦痛の叫びとも，絶望の咲笑ともつかぬ大声をあげたかと思うと，その場に倒
れてしまった。
　客人がここで一息いれた時，暖炉の方から突然うめき声が聞こえてきた。チ
ェンチが様子を確かめに行くと，フェレンツが熱に冒されたように体を震わせ，
歯をがちがち鳴らしながら，顔面蒼白になっている。このただならぬ様子にチ
ェンチが「水，水！」と叫びながら，彼を抱きかかえるようにしていると，背
後から父の手が彼女の肩をつかみ，ぐるっと彼女を振り向かせ，部屋の隅にへ
たりこませた。行儀をわきまえるべき娘が男の首に抱きつくとは何というふし
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だらなことか，と怒っているのだった。マルギットに命じてフェレンツは部屋
に連れていかせた。残ったチェンチは目から大粒の涙をこぼしている。父は今
度は優しく，「客人の話でお前はすっかり興奮してしまったんだ。さあ，部屋に
行きなさい。以後はもっと賢く振る舞わないと駄目だよ」と諭すのだった。
　客に黙礼して部屋に去るチェンチを見送りながら，父は苦々しい思いにから
れていた。帳簿係の体の具合が悪いという位の取るに足らぬ出来事で，娘があ
んなに取り乱したのは，まさにはからずも心のうちをさらけ出してしまった訳
だからである。最愛の娘だが，これはもうつらい処置をするしかないとホルヴ
ァートは内心複雑だった。しかし，客人のことを考え，気を取り直すと，彼は
話の先を続けてくれと頼んだ。
　シュタイドラーは話はもう終わりで，そこから先は噂とか，推測の域を出な
いものだが，と断りながら，次のように語った。
　はっきりしていることは，老婆がかつてない立派な葬式を出して貰ったこと，
彼女の遺言がその通りに守られたこと，従って若者の手には一銭も入らなかっ
たこと，そして彼のナー二と結婚したいというもくろみも全くの水泡に帰した
ということだった。計画が駄目になったばかりか，人の嘲りまで頂戴すること
になった若者は，その日以来気が狂ったように町をうろついていたかと思うと，
三週間後には忽然と姿を消してしまった。それから，彼こそ手っ取り早く老婆
の財産と恋人を同時に手に入れようと，犯行に及んだのではないかという噂が
流れるようになった。ラミングにいるはずの彼を朝方見たという目撃者が二人
いたからで，それに老婆の部屋が荒らされたり，ものを盗られたりしている訳
でもなく，犯人は被害者と顔身知りだったと考えられることからもこの推測に
は根拠がない訳ではなかった。それにこれには尾鰭がくっついた。同じ頃，法
律顧問官が老婆の遺品を整理していて，「わたしの借家人宛の遺言」と上書きさ
れた小箱を見付けたというのだ。そこには，若者が遺言の書きかたを教えてく
れたことを感謝しているが，彼を相続人とするなどということは考えもしなか
ったこと，わざと気を持たせるようにしていたのは費用を少しでも安くあげた
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かったからで，若者が自分に対してみせてくれた善意に多少お礼を考えないこ
ともなかったが，この間彼から贈られたケーキを猫が失敬した所，あっさりく
たばってしまったのはいただけなかった，と書いてあったという。これを読ん
だ法律顧問官は目撃者の証言とあわせ，大いに記録係のことを疑うようになっ
た。しかし，彼は彼なりに結局このことから一石二鳥を狙うことにした。つま
り，市会の一員に対する死刑裁判というようなスキャンダルは避け，他方で，
自分の恋仇に大いなる騎士的寛大さを装うことによってナー二を自分のものに
してしまうことだった。実際ナー二は結局法律顧問官と結婚した。あとのこと
は，しかし，多分根も葉もない噂にすぎず，マルチパンのリーゼ婆さんを殺し
た犯人はまだつかまっていないのですから，もう神の手にまかせるしかないの
です，とシュタイドラーは話を締めくくった。
　今度は相手に話させようと水を向けたわけだが，ホルヴァートは黙っていた。
物思いに沈んで，客人の話は上の空で聞いてなかった。彼の頭の中は，唯一，
やはりアンタールの言っていた通りだった，という思いで一杯だったのである。
手遅れを後悔していた。しかし，長い沈黙が続き，その静寂で我に帰ると，ホ
ルヴァートは突然，帳簿係に誰かいい者を紹介してくれとシュタイドラーに頼
んだ。客人はそれを承諾し，明日は朝早く出発しなければならないので，と当
家での歓待に礼を言って就寝した。
　夜が明けた。フェレンツは一晩まんじりともしなかった。疲労困慧で頬が青
ざめている。目を絶えず落ち着きなくきょろきょろさせている。それは絶望の
ためか，罪悪感からくるのか，彼の内面の不安をあらわしていた。マルギット
の言うようにしてしまったこと，途中で部屋に戻らないで，あの場に居続けて
しまったことを後悔している。突然，部屋の外に足音が近付き，激しくドアを
叩いた。ホルヴァートだった。
　主人も眠られぬ夜を過ごした。誇りを傷つけられ，娘に裏切られ，使用人に
恩を仇で返されたと思うと腹が立った。明日，客人が出発したら，直ちにけり
をつけようと決心した。こんなことは彼にとっては，何といっても恥辱であり，
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不自然で，とにかく徹底的にあり得べからざることだった。
　決意がにぶらないようにホルヴァートは，わざと乱暴に，ぶっきら棒な調子
で話した。今日わたしはぶどう園の様子を見に出掛ける。そして明日からはオ
ーフェンに旅立つ。「後任の帳簿係を頼んだから，君には今日のうちにもここか
ら出て行って貰わねばならない」と。一瞬フェレンツはぎくっとしたが，ホル
ヴァートから勤務証明書と，給料の残り，当座の路銀を渡されても，黙ったま
まだった。主人は返事を持っていたが，フェレンツが打ちのめされたように沈
黙しているので，彼の心は武装を解いた。お前は真面目な，働き者のいい奴だ
った。手放したくはなかった。だから証明書には精一杯褒めておいた。「しかし，
ここに居られないことはお前自身で分かっているはずだ。」部屋を出る時，ホル
ヴァートはもう一度，「遠くへ行くんだぞ。この辺りでうろうろするんじゃない
そ」と念をおした。
　足音が聞こえなくなると，フェレンツはさっと立ち上がった。伏せていた目
をあげると，顔面一杯に喜びを溢れさせ，唇に冷笑を浮かべながら叫んだ。「奴
らは何も気付いちゃいない！」部屋を行ったり来たりしながら，「びくびくして
莫迦みたいなことだった」と思った。馬の音が聞こえ，ホルヴァートが出掛け
るのを確かめながら，フェレンツはこの時間をどう利用しようかと考えた。チ
ェンチの姿を中庭に見付けると，直ちに彼女の所に行った。彼は又苦悩の色を
浮かべた顔つきに戻っていた。昨夜来の様子を心配して尋ねるチェンチに，フ
ェレンツは言葉少なに答えたが，相手の耳にはそれは涙を抑えた言葉のように
聞こえた。そして彼はくびを言い渡されたことを話し，優しい言葉で別れを告
げ，仕合せになってくれと言った。チェンチはわたしのことをそんなふうに思
っていたのか，と怒り，苦しそうににっこりするだけのフェレンツに情熱をこ
めながら，こうなったら父にあなたを愛していることを告白し，どんなことが
あっても二人は離れられない仲だと判って貰います，と言った。沈黙していた
フェレンツはようやく，そんなことをお父上にお願いしても結果は目に見えて
いますよ，と答えた。お金持ちの一人娘を道で拾ってきた男にくれてやろうな
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どと考える筈がありません。でも，一つだけ，二人の希望にかない，又，お父
上の心を変えさせる手段があります。そう言ってフェレンツはチェンチに駆け
落ちをもちかけるのだった。
　幼児の時に母を失い，父は商用で家にいない子供時代を過ごしたチェンチは
人一倍自立の心が強かったが，やはり肉親を捨てることは辛かった。しかし結
局情熱が子の義務に勝った。実行の日はホルヴァートがオーフェンに旅立つ日
の夜と決められた。当座の追跡を逃れられるからだった。問題はそれまでフェ
レンツがどこに身を隠すかだった。不測の事態が生じた時連絡が保てるように，
また実行するまでチェンチの決意がぐらつかないようにそばに居られるという
条件を満たす場所はワイン貯蔵の地下室をおいてなかった。今の時期ホルヴァ
ートがオーフェンから帰ってくるまで誰も足を入れることのない場所だったか
らである。
　フェレンツはマルギットにくびになったことを告げ，後日人を取りによこす
まで背嚢を預かってくれと頼んで，暇乞いした。うろたえるマルギットにフェ
レンツは，どうかそっと一人でこの家から出ていかせて下さいと振り切るよう
にして外へ出た。直ちにチェンチと待ち合わせた場所で会うと，二人は地下室
に降りていった。チェンチは夜になったら家の様子を報告に来ることにして戻
って行った。フェレンツは計画がうまくいけば，やがてはここが我が物になる
のだという喜びにひたりつつ，前夜の疲れを癒すために眠った。
　その日午後遅く帰ってきたホルヴァートは，今度は仕事を口実に，ひょっと
してフェレンツが町のどこかに潜んでいないか探りに，又，出掛けていった。
彼は上機嫌で戻って来た。夕食の時にはこの件については口にもしなかった。
その代わり，今年はぶどうの収穫がよくて，たるが足らなくなる虞れがあるの
で，古いのを修理させるため，明日桶職人に来て貰うことにした。オーフェン
行きは一日先に延ばした，と語った。
　この報らせはフェレンツにとっては勿論有難くないものだった。尤も修理す
るたるは地下の一階にあり，彼が潜んでいるのはその下だったが，今度は万一
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のことを考えると一日中狭い部屋に閉じこもり，少なくとも上で仕事をしてい
る間は昼も明かりがもれるのを用心して真っ暗にしていなくてはならなくなっ
た。又，こうした場所という事情からして部屋には外鍵しかなく，自室に戻る
チェンチに，彼女の動揺を大きくさせないように，フェレンツは冗談を飛ばし，
大事な小鳥をかごから逃げないように鍵をかけ，それを失くさないように気を
つけて，と言うのであった。
　翌日桶職人の仕事が始まったが，誰も忙しくて下に降りて来る者はなかった。
その夜食事を運んできたチェンチの口から，たる修理が原因なのか，あるいは
余りにも見事にフェレンツの跡形が消えたことに逆に不安を持ったためか，ホ
ルヴァートが出発を更に一日延ばしたと報告された。フェレンツはさすがに元
気を無くした。身の危険になら立ち向かう勇気も，孤独の恐怖は堪え難かった。
今度は立場が逆転してチェンチの方が勇気づけなくてはならなかった。
　ようやく三日目の昼ホルヴァートは出発することになった。チェンチはその
父を自分が欺こうとしているのだ，父とはこれが長い別れになるのだ，と思う
と，自分を責める気持ちで押しひしがれ，少しのきっかけさえ与えれば全てを
告白してしまいそうであったが，父はそれを誤解し，フェレンツの一件が娘を
沈ませているのかと思うと，この場にふさわしからざる厳しさを示し，過ぎた
ことは忘れるんだと，叱り，お前には縁談話を決めた，と告げた。娘の気持ち
は一転して反抗心にみたされた。父が去った後自室に戻ったチェンチは荷物を
まとめ始めたが，ここ数日来の緊張が父が去った今，急激に疲労感となって彼
女を襲った。元気を取り戻そうと，熱病に冒されたようにその場に眠った。夢
うつつの状態の中で，これまでのことが走馬灯のように現れては消えていった。
子供時代のこと，フェレンツとの相互授業，二人を密かに窺っているアンター
ル。そしてシュタイドラーの声。フェレンツのうめきと父の怒り……
　真夜中の鐘を耳にした時，彼女はようやく現実に引き戻されるかのように目
を覚ました。いよいよ家出を実行するため，決然と彼女は荷物とランプを手に
部屋を出た。感傷を振り切って，フェレンツが待っている地下室へと急いだ。
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今にも父が現れ，詰問されそうな気がした。心臓が早鐘を打つ。地下室へ降り
ていこうとすると，地下から明かりが漏れている。小部屋に閉じ込められてい
るフェレンツの筈はなかった。誰かいるのかと思うと膝が震えた。彼女はラン
プを消した。誰も出てくる気配はなかった。明かりも見えない。さては幻覚だ
ったのか。急に彼女は胸苦しさに襲われた。でも，フェレンツが持っている1
そう思うと，又勇を鼓して降りていった。突然最下の曲がり角まで来るとまた
明かりが見え，暗い壁に女の影が写った。両手を広げて，脅すような，追い返
すような仕草をしている。びっくりしてチェンチは逃げ戻った。もう一度行く
べきかどうしようか迷いながら，後ろを振り返ると，突然今度は明かりが自分
のすぐ足元に迫っていた。そして女の姿が現れた。「マルチパンのリーゼ婆さん
だ！」チェンチは大声をあげると，地下室から飛んで出て，ドアを後ろ手に閉
めた。そして彼女は中庭で意識を失うと倒れてしまった。
　居酒屋で遅くまで飲んでいた従僕たちが戻って来てチェンチを見付けた。マ
ルギットの薬も，医者も彼女を正気に戻らせることは出来なかった。うわごと
を繰り返していたかと思うと，鉛のように眠り続ける。ただ地下室から桶職人
のつちの音が聞こえてくるとチェンチのうめきがまた始まるので，マルギット
は職人に命じて仕事を中止させ，地下室に鍵をかけさせた。医者の見立てでは，
流行の熱病に冒されているのだという。直ちに知らせがホルヴァートに送られ
た。父が戻ってきたのはそれから四日後だった。
　病状は悪くなる一方のように思われた。真夜中になると決まって苦しく不安
な様子一杯に地下室の鍵を下さいと言ってベッドから這い出ようとする。みん
なでやっとのことで押しとどめると，突然大きな恐怖の叫び声をあげて，その
場にくずれ落ちるように倒れ，又もとのように眠ってしまう。
　こうして病いに倒れてから七晩目のこと。間仕切りの向こうに父が思いやり
のない厳しさが娘をここまで追いやってしまったことを悔い，一心に祈ってい
る。病床にはマルギットが連夜の緊張に疲れ切った様子でうつらうつらしてい
た。真夜中だった。チェンチは深い溜め息をつくと目を開けた。身を起こそう
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にも力が出なかった。そこでマルギットを起こした。彼女はチェンチの目が自
分を認めているのを知って，驚き喜んだ。チェンチは「お願いがあるの」と大
急ぎの様子でマルギットに言った。「とっても大事なことなの。地下室に行って
貰いたいの。」マルギットは又うわごとが始まったのかと思ったが，今はチェン
チはしっかりしている。わたしが昨日病気で倒れてしまったからフェレンツが
地下室に閉じ込められてしまった，と明かした。この瞬間ホルヴァートが間仕
切りから出てきた。「フェレンツが地下室にいるんだって！」そう叫ぶと彼は鍵
を取り，従僕を連れて地下室へ急行した。
　凄惨な光景だった。壁を破って脱出しようと試みた跡がニケ所。ついに疲れ
てあきらめたと思われる。死体はチェンチがつくってくれた寝床の上に血まみ
れで横たわっていた。ポケットナイフで手首を切っていた。
　女中の一人からこの知らせがチェンチの耳にもれ入ってしまうと，彼女は大
きな叫び声をあげ，病状は悪化し，医者ももう助からないと判断するほどにな
った。しかし，こうした事態にすっかり憔惇し，又，娘の病床につきっきりに
していた疲労のためか，父ホルヴァートの方が数日経ないうちに死んでしまっ
た。チェンチの方は，一しかし，それから奇跡的に恢復した。
　春を迎える頃になってチェンチはフェレンツの身内の者を捜して，彼女がか
つて彼と共にすることを夢みた豊かな財の一部を贈りたいと願うようになった。
フェレンツの書類に何かその手掛かりが見付かると思って彼女は彼が置いてい
った背嚢をあけてみることにした。そこにはアントン・レーンハルトという名
にはなっているが明らかにフェレンツに関した書類がいくつか入っていた。彼
の肖像も出てきた。シュタイヤーマルクトにいたことがあることも判った。チ
ェンチはそれをシュタイドラーに送って事情を確かめることにした。長い間来
なかった返事がようやく届いた。しかし，それを読んだチェンチは正義の裁き
主によって自分が復讐の道具とされたのだと判り，激しい衝撃を受けた。その
夜マルギットもチェンチの腕に抱かれてこの世を去っていった。もうこの世に
自分をつなぎとめるもの総てを失ったチェンチはこれからずっと神に身を捧げ
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るべきだとの教えを与えられたと考え，全財産を修道院に寄贈し，自らそこで
祈りと戯悔のうちに暮らす身となった。
解説
　最初に，これまで我が国では殆ど紹介される機会のなかった作者フリードリ
ヒ・ハルムについて，その生涯を見ておくことにしよう。
　エリーギウス・フランツ・ヨーゼフ・フォン・ミュンヒーベリングハウゼン男
爵というのが彼の本当の名で，1806年4月2日父が当時郡長を務めていたその
任地クラーカウで生まれた。翌年に妹マリーア・テレーゼ・エリーザベトが生
まれている。5歳の時父が控訴裁判所参事としてブリュンに転任したのを機に
母は兄妹を連れてウィーン近郊に移ったが，幼い二人を残して間もなく他界し
てしまう。1814年メルクの修道院ギムナジウムに入学，同時に妹はクレ〆一ムス
修道院の親戚に預けられた。このメルク時代，後に彼の劇作上大きな影響を与
えることになる師ミヒャエル・エンクに接したことを除いて，殆ど下宿のおか
みさんとしか交わらなかったハルムにとって，唯一の心の慰めとなっていたの
がクレームスに妹を訪ねることだったのだが，その妹も幼くして死んでしまう。
これは彼に相当大きな精神的痛手を与えたという。1816年ショッテン・ギムナ
ジウムに入学。2年前最高裁判所勤めの宮廷顧問官となってウィーンに移り，
この年再婚した父の家の屋根裏部屋でハルムは孤独に詩を書く少年となってい
た。1819年大学に入り，当時の規則で3年間哲学を学んだ後，1822年から法律
を専攻した。この頃たくさん詩を書いている。ところで彼のペン・ネームであ
るが，13歳頃の詩ではEl．　Mayer又はEBellingとしており，30年代になって
S．Fidel（これはSophiae　fidelisの謂）を使うようになった。初めてフリード
リヒ・ハルムとしたのは1834年》Wiener　Zeitschrift《誌上に若干の詩が掲載さ
れた時である。
　1826年法律の勉強を修了すると同時に，ウィーン上流階級の社交界で催され
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ていたお茶とダンスの会（Th6s　dansants）を通じて知り合っていたゾフィー・
フォン・シュロイスニグと結婚する。当時の青年にとって20歳での結婚が普通
だったのか，やはり早かったと言うべきかは判らないが，幼児の頃に母と妹を
亡くし，父も再婚して別の家庭を築いてしまったハルムにとって，家族という
暖かさを求める気持ちが人一倍強かっただろうことは容易に推測されるし，ハ
ルムの伝記を書いたラープに拠れば，気紛れで，浪費家でもあった彼にとって，
妻となったゾフィーの堅実な性格は相補う良い組み合わせとなったという。二
人の間には1827年に娘フェリーツィアが，1829年には息子フランツが生まれて
いる。語学が堪能なゾフィーは又彼の創作の良き理解者ともなり，後に触れる
彼の出世作》グリセルディス《と》ラヴェンナの剣闘士《をフランス語に翻訳
したりもしている。
　ハルムには年収にして1500グルデンが得られるほどの財産があったが，結婚
に際して父は息子に，国務にずっと留ることを条件に，更に年1000グルデン援
助してくれることを約束した。これは彼の給料が1000グルデンを超えるように
なった時点で，その度合いに応じて減額していくというものだった。そしてハ
ルムは結婚したその年の12月無給の修習生としてスタート，1828年郡役所の臨
時雇い，30年にはニーダー・オーストリア州政府に配属，31年同書記官に任命
されたが，この時でもまだ無給だった。そしてこの年6月，独り立ちした息子
の姿をついに見ることなしに父も不帰の客となってしまう。1840年になって初
めてニーダー・オーストリア州政府の参事官になったと伝記にあり，ここから
ようやく有給の身分になったらしいと推測される。この時34歳。修習生からス
タートして14年間無給だった訳である。貴族の家柄であればこそ親からの財産
分与，援助も受け，妻の方にも相当の資産があったので，生活に困るというよ
うなことはなかったであろうが，それにしても役人としての経歴を積むという
ことも，今日とは違った意味で当時は当時なりの厳しさがあったと知れる。結
婚に際しての父のアドバイスは間違っていなかった。参事官になった時のハル
ムはすでに》グリセルディス《の作者としてその名を知られる身となっていた
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が，当時の官僚たちの頭では彼のそうした面での活躍などはいらざる暇事に精
出している位の取られ方こそすれ，彼の昇進にこのことが有利に働くなどとは
全く考えられなかった，とシュロッサーは書いているからである。
　ところで，彼が活動したのはグリルパルツァー（1791年生まれ）と同時代と
いうことになり，実際生前の人気はグリルパルツァーを凌いだとさえ言われた
ものだが，役人の経歴の面でも二人は一時ライバルとなったことがあった。1844
年8月にハルムが宮廷図書館の管理責任者に任命された時（同時に彼はこの時
から宮廷顧問官になった）がそうである。この職はグリルパルツァーが切望し，
皇帝にもその願いが伝えてあったのだが，ハルムに奪われてしまったのである。
シュロッサーはこの人事については何といってもハルムの家柄がものをいった
に違いないと推測している。ちなみにグリルパルツァーは農民の家系だった。
いずれにしても，グリルパルツァーにとってはショックだったようで，特にこ
の一件は詩にも書かれている（》Weihnachten　1844《）し，又ハルムが自分よ
り先にこの世を去った1871年，すでに80歳になっていた老グリルパルツァーは
　　君にはあらゆる昇進に先を越された
　　死出の旅路さえ追い越されてしまった
と書いている。
　ハルムがしかし決して家柄だけでこの地位についたのではないことは，就任
後直ちに業務計画書を提出し，図書の整理に新風を送り込み，それまではただ
貴重な資料を保存しているだけだったのを，確かに玉石混交，本の内面的な価
値は無視するような所もあったが，寄付金の増大化にっとめ，多くの資料を集
めると同時に，それらが死蔵されないように，カタログを作成させ，大いに利
便性を高めたという功績一つからも明らかである。こうした実績があったれば
こそ後には館長にまで出世するのだが，それは又後に触れることとして，ここ
でハルムの出世作となった劇》グリセルディス《誕生の経緯に目を向けておこ
う。
　先にも触れたように彼にはそれまで若干の詩が雑誌に掲載されただけで，実
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質的にはこの》グリセルディス《がデビュー作といってよい。これが大当たり
を取った訳である。着手したのは1833年11月。この年5月ハルムはメルクを訪
れ，かつての師ミヒャエル・エンクに再会した。この人は特にスペイン劇に造
詣が深く，地の利からウィーンの文壇とも交流を持ち，的確な批評眼の持ち主
として知られていた。役人嫌いのエンクはかつての教え子が現在役人となって
いることを知ると一時不快な気分に襲われたが，しかし熱心に文学の話をして
いるうちに気持ちも打ち解け，ハルムにスペイン劇，特にその言葉の美しさに
目を向けさせ，なかんずくローペ・デ・ヴェーガを勉強するよう勧めた。そし
てハルムが劇の構想を持っていることを話すとエンクは是非それを完成するよ
うにと彼を励ました。二人の間には9月から主にこの劇の創作上の問題点をめ
ぐって頻繁に手紙が交わされる（ちなみに二人の往復書簡が1890年シャヒンガ
ーによって出版されている）。作品が完成したのは翌年の6月。いつも厳しい批
評をするエンクがこの時は，一言の変更もなしで，すぐにドイツのどこの舞台
にも出せる，と賛辞を送ってくれた。1835年12月30日，》グリセルディス《はウ
ィーン・ブルク劇場で初演された。反響は好意的だった。しかし，これが一層
輝かしい成功を収めるのは主役をユーリエ・レティヒが演じてからだった。と
にかくこの一作でハルムは一躍寵児となったのである。簡単にその内容にも触
れておこう。
　これはボッカチオの》デカメロン《第十日の第十話，つまり最終話がもとの
話である。柏熊達生氏の訳で，この話に付せられた冒頭の「あらまし」を引い
て，原話の骨格を見てみれば次のような内容である。
　〈サルッツォの侯爵は，家臣の願いによってやむを得ず妻をめとることとなる
が，自分の好みに従ってめとろうとして，ある田舎者の娘を妻にする。彼女と
の間に二人のこどもができるが，妻にはこの二児を殺したふりをしてみせる。
その後妻に向かって，お前がいやになったから別に妻を貰ったという芝居を打
ち，自分の娘を新しい妻のように仕立てて邸に帰らせて，妻のほうは下着一枚
で追い出す。しかし妻が何をしても辛抱しているのを見て，今までになかった
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くらいやさしく妻を家に呼び戻し，大きくなったこどもたちを見せて，彼女を
侯爵夫人として尊敬し，人々にも尊敬させる〉（ちくま文庫『デカメロン』下，
399頁）
　語の本来の意味でのノヴェレ作家としてボッカチオはまさにこの話の「前代
未聞」的な所にのみ関心があるかのように，たんたんと，作者の主観をこめな
い形で物語を進めているが，これは友人ペトラルカが齢70にもなろうかという
死の前年，ボッカチオが完成させてから20年も経った後の1373年になって，忠
実な訳という以上の形でのラテン語に訳した。なぜグリセルディスにこのよう
な試練が与えられねばならないのか，どうして彼女はそれを耐えることが出来
たのか，ボッカチオの原話では到底人々の納得を得られるものではない　　そ
れ故にこそ「前代未聞」の話ではある　　老ペトラルカは自身の課題としても
この問題を解かねばならなく思ったのである。こうして自己の倫理感からの解
釈をほどこされた形のペトラルカのラテン語訳の方を通してこの話は広くヨー
ロッパ中に流布した。そして又，これは以後幾多の新たな解釈をほどこした改
作，翻案が書かれる口火を切ったのである。ちなみにキントラーの文学辞典に
はこの「グリセルディス」の題材を扱った10の作品が取り上げられている。ハ
ルムの作品もこの系列の一つをなしている訳である。
　さて，ハルムの場合の一番の特徴は，舞台を6世紀，アーサー王伝説の時代
の英国に移したばかりでなく，主人公のウェールズの炭焼き人の娘グリセルデ
ィスは，最後になって自分に試練を課していたのが運命でも，神でもなく，妻
の貞淑なることを賭けの対象としていた夫自身　　この夫，円卓の騎士パーシ
ヴァルは妻を自慢したため，王妃ジネーヴラにグリセルディスの素姓の卑しさ
を嘲笑される。パーシヴァルは自分の言葉に偽りのないことを証するため妻を
試験にかけることに同意する。しかし，それが証されたあかつきには王妃はグ
リセルディスの前にひざまつく，という賭けを結んでいた一であることを知
るや，決然と夫に背を向け，生まれた森へ帰っていく，とした点にあった。彼
女はシンデレラになることよりも，自らの誇りの方を大事にした最初で，唯一
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のグリセルディスとなったのである。
　さて，この作品で大当たりを取ったハルムはその契機ともなった主人公を好
演した宮廷劇場女優ユーリエ・レティヒのため，以後の作品は彼女を念頭にお
いて書いていく。シュロッサーが挙げているのを見ると，彼女が亡くなる1866
年まで，13のハルム劇，つまり，殆ど全ての作品で主役を演じている。
　彼女は1809年ハンブルクに役者夫婦グライの娘として生まれた。夫カールも
宮廷劇場の役者だった。彼女についてはべティ・パオリという人による伝記（1866
年ウィーンで出版）があり，そこで著者はこのユーリエ・レティヒとハルムの
仲について，男女の間に花咲いた類い稀な友情関係の範例ともいうべきものだ
ったことを強調している。実際ハルムはレティヒー家とは家族同然の交際をし，
40年代にレティヒー家がヒュッテルドルフに別荘を建てると，そこをしばしば
訪れるだけでは飽き足らず，とうとうハルム自身直ぐ間近に小屋を作らせ，夏
にはそこで過ごすようになった。そして以後の作品の多くをそこで書いたので
ある。又，夫婦が共に公演旅行で家をあける時には，その孫たちの面倒をみて
時を過ごし，寂しさを紛らせるのであった。
　ハルムの生涯にあって，師エンクとこのレティヒの二人が忘れることの出来
ない大きな精神的支えをなした訳である。しかし，そのエンクの方は次に述べ
るように1843年，突然，自らこの世に別れを告げてしまった。1845年4月プラ
ハで公演していたレティヒに宛てた手紙の中で，ハルムはエンクを亡くした今，
あなたがたもいないこの別荘でどんなに淋しい思いをしているかと，そのせつ
ない胸のうちを書き綴っている。
　彼はこのように一旦気心の知れた相手には肉親に対するような愛情を以て接
するのだが，総じて人付き合いを好んだ方ではない。むしろ他人に自分を閉ざ
してしまいがちだった。メルク時代も，大学時代も，又，この後についても，
彼を評する言葉にはいつも，その性格が気紛れであったこと，自分の殻に閉じ
こもって，容易に他人との交わりを持とうとしなかった点が挙げられる。しか
し，それは甘えることの出来る相手，自分が愛情を寄せる人に次々と先立たれ
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ていったことと決して無縁ではなかったように思われるのである。健康にも余
り恵まれた方とは言えなかった。妻ゾフィーは若い頃の病いが再発し，40年代
半ばからの20年間部屋に閉じこもりの生活を余儀なくされた。又ハルム自身も，
眼病に悩まされた一時期があった。このため引きこもりがちだったが，そんな
彼にも文学論を戦わせることの出来た数少ない友がいた。ニコラウス・レーナ
ウもその一人だった。彼とは後に学士院の会長になる友人フェルディナント・
ヴォルフを介して知り合った。このヴォルフを中心として，ヴォルフの家に集
まったごく内輪のグループにハルムも加わり，文学談義に花を咲かせたのであ
る。ラープの書く所によれば，その熱気は冬も部屋が温室のようになったと言
う。1838年7月にはルートヴィヒ・ウーラントがウィーンを訪れた。ハルムも
この著名なバラード詩人には是非会って話しをしたいと思ったが，この時彼は
眼病がひどくて，街のほこりの中に出ることは控えなくてはならなかった。そ
んな彼のため，ヴォルフの方がウーラントを案内して，当時ハンガリー国境近
くのシュロイスニッグ家の別荘，エーバーガッシング城で静養していたハルム
を訪ねて来てくれた。
　妻とその妹アルベルティーネの献身的な世話によって眼病も癒えた彼は，1842
年の夏初めて南ドイツに旅行し，ミュンヘン，カールスルー舌，ハイデルベル
クなどの街を訪れ，シュトゥトガルトでは当時その地に滞在していたレーナウ
と再会し，彼を介してシュワーベン派の詩人たちと会うことも出来た。
　しかし，彼が多くの人との問に活発な交際関係を持ったのはこの一時期だけ
のようである。ドイツの旅から戻ったちょうど一年後，彼のもとに，1843年6
月11日ミヒャエル・エンクがドナウ河に投身自殺したという報らせが届く。ハ
ルムに宛てた遺書を残して。教師，学者である以前に修道院の僧侶でもあった
エンクにとって，到頭こうした形で清算するしかない位，その序列，規則に縛
り付けられ生活は堪えがたいものとなってしまっていたのである。この精神的
な傷痕もまだ癒えないうちに今度は，周知のように，レーナウが発狂して精神
病院に入れられてしまうという事件が起こる。レーナウは結局そこで1850年そ
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の生涯を閉じるのであるが，同じ病院でその翌年にはハルムの長男フランツも
短い生涯を終えているのである。
　こうした精神的なショックの連続と，恐らくそれが引き金になってのことだ
ろうが，今度は胃病に苦しみながら，ハルムは》ラヴェナンの剣闘士《を書き
上げていったのである。
　当時ドイツ，オーストリアと国を分けての大スキャンダルを巻き起こすこと
になったこの作品についてここで振り返っておくことにしよう。話のあらすじ
は次の如くである。
　トゥスネルダは古代ゲルマンの一族ヒェルスカーの王アルミンの未亡人。今
はローマに虜囚の身となっている。その子ジークマールは皇帝ティベリウスに
よって母から引き離され，名前もトゥメリクスと改められ，ラヴェンナで剣闘
士になるべく教育されてきた。さて，皇帝は代わって今はカリギュラの時代，
心もすっかりローマ人として育てられたトゥメリクスはいよいよ都に出て，最
初の公式試合に臨むことになった。一方民族を敗北の屈辱におとしめたローマ
に対する憎しみが一日として消えたことのない日々を送ってきた母トゥスネル
ダは成長した我が息子の姿を見付けると，アルミンの戦友メローヴィヒがロー
マに戦いを挑み，ドイツを統一するという目的のため先王の息子を故郷に連れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたみ戻すべくこの地に派遣されてきたという報らせをジークマールに伝え，父の遺産
である，アルミンの刀を手渡す。しかし，容姿はアポロンのように美しく，バ
ラの花のようにみずみずしい青年となっているトゥメリクスではあったが，そ
の心は今は完全にローマ人の剣闘士のそれで，粗暴で，命がけのこの危険な仕
事に身を晒すことに悦惚とさえしている。民族の憎しみ，悲願などは彼の念頭
にはかけらもない。彼の活躍する場所は闘技場で，皇帝の目の前で勝利を収め
ること以外に彼の名誉心を満足させるものはないかの如く。しかし，彼は皇帝
カリギュラの秘かな喜び，それは息子の死にいく様を母トゥスネルダに見せ付
ける，ということだったが，そのたくらみに気が付かないでいるのだった。母
はそれを察知すると，息子を恥辱の犠牲とするよりも，と，自らの手で彼を殺
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し，又，自分も胸に刀を突き立てて命果てるのであった。
　この作品がブルク劇場で初演されたのは1854年10月18日だった。大変なセン
セーションを呼んだと言われる。その一因には作者の名が伏せられていたとい
う事情もあった。ハルムは匿名でこれを発表したからである。直ちに作者は誰
かが話題の中心になり，様々な推測がなされた。しかし，プトリッツの言を借
りれば，この問題について老グリルパルツァーの目だけはごまかされなかった。
言下に彼は，これを書いたと考えられるのは二人しかいない。ハルムか私かだ。
で，私は自分じゃないと知っているんだから，作者はハルムに間違いない1と
言ったという。
　いたずら心と言えばそうかも知れないが，何故ハルムがそんな気を起こした
のか謁しく思われる一件ではある。特にその後の彼に降りかかってきた不快事
を考えるならば。しかし，ハルムは1854年1月この作品をドレースデン経由の
便で匿名でブルク劇場監督ハインリヒ・ラウベに送ったのである。彼がこの題
材に取り掛かったのは1852年3月で，翌年の末には完成していた。そしてこの
ことはごく内輪の人々にしか教えていなかった。その理由を，ハルムはこの作
品について，作者が誰かといった先入観に囚われることなく，純粋に作品の出
来栄えに関して人々がどんな評価を下すのかを知りたかったからだ，とシュロ
ッサーは説明している。その作者ハルムの気持ちを理解する上で，次のことは
想起しておいてもよいことのように思われる。即ち，》グリセルディス《による
華々しいデビュー以来，人々の中にはミヒャエル・エンクがハルムのゴースト・
ライターをしているかのように陰口をたたく者がいたのである。しかしそのエ
ンクが他界して10年以上の歳月が流れた。今更エンクとの関係を云々される筋
合いはなくなった。だが，そうした過去の陰口はどうであるにせよ，ハルム自
身にとっても名前が余りにも有名になり，一人歩きしているような状態の心地
悪さがあって，出来ることなら，この作品に人々が白紙の状態で臨んだ時にも
同じような喝采を送ってくれるのか，切実に知りたいという気持ちを抱いたの
であろう，と思われるのである。
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　その希望は過分にかなえられた。しかし，事態はハルムの思いもよらぬ方向
に発展した。つまり，1856年になって，降って涌いたようにバイエルンのフラ
ンツ・バッヘルルなる一教師が作者としての名乗りを上げたからである。彼の
主張はこうだった。1854年3月にバッヘルルは詩集と共に》ローマのヒェルス
カー人《という劇の草案をラウベのもとに送って，出版出来るよう力添えして
ほしいと頼んだ。ところが，その着想を盗まれ，ラウベは盗作と知りながら》ラ
ヴェンナ《としての上演に手をかした，というのである。実際は同じ題材を扱
ったものであるから，当然類似する所はあったものの，とても着想を盗むとい
うことが問題となるような代物ではなかったという。しかるに，バッヘルルに
はミュンヘンの0．v．ショルンなる人物が黒幕となってその主張を支持し，更
にアウグスブルクの》一般新聞《が一大キャンペーンを展開し始めた。ハルム
にとっては勿論バイエルンの田舎教師がどんな世迷言を言おうと笑止千万なこ
と位に静観しておればよかった所だが，罪のないラウベに盗作の片棒を担いだ
ような誹諺が浴びせかけられるのではもはや口を閉ざしている訳にはいかなく
なった。ついに1856年3月27日付けの》ウィーン・オーストリア新聞《紙上に
ハルムは「釈明文」を発表した。シュロッサーによってその全文が掲載されて
いるのでそれを読むと，先ずハルムは，この劇を作るにあたって，1851年にハ
レで出版されたゲットリングの》古典時代に関する論文集《を資料として使っ
たことを明らかにし，その頁数を具体的に挙げつつ，自作の中にそれをどのよ
うに生かし，又，変更したかを詳しく説明している。
　問題は，しかし，これで一件落着とはならなかった。ミュンヘンの宮廷劇場
で監督をしていたフランツ・ディンゲルシュテット（この人物はハルムと10年
来の知己だった）が，ドイツで巻き起こされているいわばこうした意図的な反
オーストリア・キャンペーンに与せず，ハイムのこの「釈明文」が出ると，同
年の4月15日にミュンヘン宮廷劇場での》ラヴェンナ《公演に際して初めて「ブ
リードリヒ・ハルム作」としたのであるが，これがまた大スキャンダルを引き
起こし，結局ディンゲルシュテットは辞任に追い込まれてしまうのである。一
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一ちなみに述べておくと，このディンゲルシュテットはハルムが1871年退任し
たあとを継いで，ウィーン・ブルク劇場の監督に迎えられている。
　この一連の騒動はハルムの自尊心をいたく傷付け，彼は以前にもまして人嫌
いになり，自分の殻に閉じこもるようになってしまった。しかし，それが原因
で筆を投げ出すようなことはなく，ハルムはその後もインドを舞台にしたエキ
ゾチックな色彩の作品》ベグム・ゾムルー《（1863年），14世紀のフランスを背景
に相続問題から男児として育てられた貴族の娘の恋物語を扱った》腕白坊主《
（1866年）などの話題作を発表していった。
　ハルムの後半生は私生活の面から見れば，その人嫌いの度合いも　　特に，
彼の精神的な拠り所をなしてきたユーリエ・レティヒが1866年に死んでからは
一層一ひどくなり，孤独を好むようになっていった反面，世間が彼を遇する
仕方から見るならば，数々の名誉に飾られた。
　1859年ワイマールで行われたたシラー生誕百年の祝祭劇》百年前に《の公演
後，ハルムはイェーナ大学から名誉博士号を授与される。
　1860年は》グリセルディス《が上演されて25周年目で，それを記念して彼の
肖像を刻んだ記念硬貨が出された。
　1861年には彼は貴族院の永年議員に選ばれている。
　そして1867年宮廷図書館の館長になったのと同時に，宮廷劇場の総監督（Gene－
ralintendant）という役職にも就任し，この時から閣下の称号を許される。
　しかし，このことは1849年以来宮廷劇場監督として腕をふるってきたハイン
リヒ・ラウベとの問に亀裂を生ぜしめる原因を作ってしまう。ハルムの役職は
突然劇場監督たるラウベの上に立っもの（それまでこうした総監督という役職
はなくて，これは皇帝フランツ・ヨーゼフ1世によって特に彼のために設けら
れたのである）となった訳で，従来ラウベに与えられてきた実権，公演スケジ
ュールに関する諸々の決定権が実質上奪われてしまったからである。9月26日，
ラウベは留まることに意味のなくなった監督の地位を降りることを決意，ハル
ムと喧嘩別れのような形で辞任した。しかし，そのハルムも健康が勝れないと
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の理由で1870年11月には退任。翌年5月22日に65歳で永眠したのである。
　さて，ハルムの生涯について，その伝記に関する部分をアントン・シュロッ
サーに拠りながら見てきた。ところで，人の評価というものはある立場から眺
めれば称賛の対象となることも，別の立場からは非難の的にされることもある
もので，まことに殿誉褒駈はものの見方次第という感がする。実務家としての
ミュンヒ・ベリングハウゼンに対してはその官僚的なペダントリーを悪く言われ
たりしたらしいが，彼が宮廷劇場総監督を勤めた3年余については，ジャーナ
リズム，観客の側からラウベの時代と較べ，レパートリーに変化が乏しく，公
演が精彩を欠くようになったという不満が寄せられるようになった。しかし，
総じてハルムの功績を次のように言う人もいたのである。シュロッサーから引
用して，ハルムの生涯のまとめとしよう。
　「公平に見て彼に次の功績があったことは否定できない。即ち，彼はオースト
リアの劇場をオーストリア人の心で以て導いていったのである。彼は殊にオー
ストリア人作家たちが何らかの形で成功するのを見るのを喜びとした。　　ブ
リードリヒ・ハルムの下において以上にオーストリア人作家たちとその作品が
快く，関心を持って，愛情を込めて迎えられ，陶治されたことはなかったので
ある。」
　ハルムの全集はウィーンのCarl　Gerold’s　Sohn社によってすでに生前の1856
年から刊行され始め，没後の1872年11月までに全12巻が出された。そのうちの
第8巻が出版された1864年まではハルム自身が校閲にあたっている。そしてそ
の後はハルムの遺言によってファウスト・パハラーとエミール・クーが遺稿の
整理を含めて出版を担当した。最初に触れたように，フリードリヒ・ハルムと
いう名で作品を発表したのが1834年雑誌に彼の詩が掲載された時で，1850年に
もCottaから》ハルム詩集《が出されているし，また全集の第1巻も》詩集《で
あったし，読者にとって彼と詩はごく自然に結びついたことであろうが，何と
いっても生前活躍した領域からハルムと言えば直ちに劇作家というイメージが
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強かった訳で，これに反し彼が小説にも秀でた才能を持っていたことは死後に
なってやっと全集に遺稿集という形で取り上げられ，公にされるまで一般には
殆ど知られていなかった。
　筆者はその同じ全集を手にしている訳ではないので，確実な所は一応留保せ
ざるを得ないのであるが，1904年ライプチヒで出版されたアントン・シュロッ
サー編集による全4巻のハルム全集（筆者が参照しているのはそれを一巻に合
本したものである）に掲載されているもの，又，その他の資料から判断して，
ハルム作のノヴェレとして今日読むことが出来るのはどうやら3作だけのよう
である。しかし，シュロッサーによれば，1826年から28年にかけてハルムは
》Das　Auge　Gottes《というノヴェレをも草しており，その出来具合も当時の
雑誌掲載小説を遙かに凌ぐものであったという。又，1867年から69年にかけて
も再びノヴェレに手を染めたらしいが，こちらの方は完成されず仕舞となった。
今述べた3作というのは従ってちょうどこれらの間にはさまれた時期に書かれ
たものである。
　先ず1856年にここに取り上げた》マルチパンのリーゼ婆さん《が書かれた。
次に1860年に》女友だち（Die　Freundinnen）《が，そして1862年から64年にか
けて》ヴェローナ橋のたもとの家（Das　Haus　an　der　Verona　一　Brticke）《が書
かれている。しかし，このうち生前発表されたものは》マルチパンのリーゼ婆さ
ん《（これはカール・グツコーが主宰する雑誌》炉端のおしゃべり《に掲載され
た）だけで，あとの2つは彼の死後遺稿という形で初めて公表された訳である。
皮肉なことに，今日では劇作家としてのハルムは殆ど忘れ去られてしまった形
になっているが，ノヴェレの方は今なお注目を集めることがある。
　簡単に他の2作についても，あらすじを見ておくことにしよう。
　》女友だち《はトーマス・カートの》オーモンド伯ジェームズの一生《（1763年）
の中の一エピソードを種本にした物語である。イザベラ・リッチは何年かの別
離の後若い頃の友エリーザベスのもとを訪れ，二人は再会を喜ぶ。現在エリー
ザベスはオーモンド伯夫人として幸せに暮らしている。しかし，ある間違いか
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ら彼女は夫がイザベラに宛てた手紙を読むことになり，それによって二人の間
に子があることを知り愕然とする。釈明を求められたイザベラは真実を打ち明
ける。一かつて彼女はオーモンド伯に彼の恋人エリーザベスの報らせを手渡
そうとした時，その場の雰囲気にすっかり呪縛され，暗い部屋の中で相手がエ
リーザベスだと信じている伯に自ら身をまかせてしまった。誤解だったと気付
いた伯は名誉を重んじる男としてイザベラを妻にと申し出たが，彼女の方は友
を裏切った自責の念から国外に去ることにした。そしてその時の子を産んで後，
彼女は償いの気持ちからずっと諦念の中に暮らしてきたのだという。これを聞
いたエリーザベスは友を赦し，二人の間には新たに友情が結ばれる。
　》ヴェローナ橋のたもとの家《一軍を退役したルジェロは余生を若くて美し
い女性アムブローシアとの生活で楽しく送ることを夢見た。しかし，ルジェロ
の甥アンセルモはやくざな放蕩者となっており，伯父の遺産を狙っていること
を公言してはばからず，悪辣非道な振る舞いを繰り返す。自分が死ねば財産が
このろくでなしの甥の手に渡るのかと思うとルジェロのはらわたは煮えくりか
えるおもいだった。勿論しかし自分に子が出来れば話は違ってくる。だが，医
者のみたてでは自分にはそれは望めないと言う。そこで彼が一計を案じた妙策
とは，妻に別の若い男をあてがって子を産ませることだった。かくして夫はド
イツ人ハインリヒと妻の仲を一生懸命取り持つことになるのだが，真実の所は
この計画はアムブローシアの貞操の堅固さの前に失敗する。それとは知らず事
が順調に運んでいるものと思っている夫に，甥がとうに死んでしまっているこ
とが知らされる。計画が不要のものとなった今，今度は自分がしかけた罠のた
めにルジェロの心は嫉妬で半狂乱状態に陥る。しかし，何とか妻の恋人をなき
ものとしようと思いめぐらしているうちに，彼自身が突然の死に襲われてしま
う。こうして，それまで操を守りながら交際してきた若いカップルにはその後
の幸せな生活が与えられたのである。
　さて，》マルチパンのリーゼ婆さん《の方がこれら2作より早く書かれた訳で
あるが，この話はパハラーが母から聞いた実際あった事件をハルムに伝え，そ
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れをもとに書いたものだと言われている。パハラーとは彼が雑誌編集者をして
いた時にレティヒを介して知り合い，又その後ヴォルフのすすめでパハラーが
宮廷図書館の仕事をするようになり，直接ハルムの下で働くようになったとい
う間柄である。ちなみにパハラーはハルムに》ベグム・ゾムルー《と》ヴェロ
ーナ橋のたもとの家《のアイデアも提供している。
　一読して判る通り，この》マルチパンのリーゼ婆さん《には二つの事件が骨
格になっている。ブルックを舞台にした老婆殺し事件と，ハンガリー（具体的
にはヴェスプリムという場所）の商人館で起こった，主人の娘をかどわかすこ
とに失敗し，逆に地下室に閉じ込められた揚げ句自殺する使用人の物語の二つ
である。シュロッサーが言うようにそれらがどちらも実際あった出来事である
と信ずるにしても，どうももとは別々の事件であるようなこの二つをハルムは，
客人としてこの館を訪れたオーストリア人シュタイドラーという人物の話を間
に持ってくることによって巧みに結び合わせている。そして，前半において，
作者はそれ以前にフェレンツの正体を暗示する箇所を少しずつ織りまぜながら，
シュタイドラーの話の部分で決定的に彼の正体が読者の前に暴露されていくと
いう推理仕立ての構成で物語を進め，後半では，今や殺人事件の犯人としての
正体が明らかになったフェレンツがどのような運命をたどるのかに読者の興味
をつなぎとめながら，一気に最後の意想外の結末に向けてスリルに満ちた展開
を繰り広げている。ゲルリヒ（》オーストリア文学史《南江堂）はこの作品をオ
ーストリア文学最初の探偵小説と述べているが，しかし，筆者は探偵（推理）
小説を産みだし，受容する背景にはお上とか，神の力によるのではなくて，同
胞が仲間の悪事を暴き出すという社会的メカニズムの存在，ないしはそれを肯
定する社会意識が不可欠なものだと考えるものであり，そういう意味からはこ
の物語でフェレンツを裁くのは神であり，決して英・仏の探偵小説と同列に論
じられるものではないと思う。
　今述べたようにこの作品のテーマはシュタイドラーが事件の話をするきっか
けとなった「神の裁き」という問題だが，その意味ではフェレンツは見事なま
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でにその「神の裁き」を受けるという結末になっているのである。しかし，そ
こに至るまで，彼は何度も危機を免れてきた。この小説が書かれた時代のブル
ックというような小さな町では犯人を捕まえることは容易なことであったろう
が，それがそうならなかったのは彼が市会の一員であったために，見逃された
からであるという。シュタイドラーが初めてフェレンツ（実は本当の名前は最
後になってようやく明らかにされるようにアントン・レーンハルトであるが）
を見た時の描写にも一見して町の名士と判る身なりをしていたとされ，その服
装が細かに述べられている。筆者がむしろ疑問に思ったのは，それだけ名望の
ある地位にいた彼に何故ナーこという商人の娘との結婚が許されなかったのか，
ということだが，ハルムの伝記を呼んでいるうちにその疑問が氷解したような
気がした。つまり，彼の肩書には金銭的な保障が付いていないのだ。それでも
そんな職に就く訳は，そうした肩書があればこそ，副業という形での別途収入
の途が見付けられるからである（老婆に遺言を代書してやるのもその一つで，
このことが若者に悪の道へと踏み誤っていく原因を作ってしまったと思われる）。
考えてみれば現在我々の身の回りにだって，そうした事例がない訳ではない。
地方都市のオーケストラの楽団員はとてもその給料だけで暮らしていけず，個
人レッスンによってようやく生活している有り様なのであり，その際楽団員た
る肩書が生徒を集める上で効果を発揮しているのだから。話は横道にそれてし
まったが，この小説においても，肩書は有能であることの徴となっている訳で
あり，実際フェレンツは有能な若者として描かれている。貧乏人の子として生
まれた彼は商業資本主義が発達していく途上のオーストリア・ハンガリーにあ
って，ようやく必要とされだした全く新しい形態の能力，つまり，「土」から離
れた知の力，計算・事務処理能力といういわば，インター・ローカルな能力を
身につけた。だからこそ，氏素姓が知れずともホルヴァートは彼を雇ったので
ある。しかし，その能力も，彼が高望みして，金持ちの商人ランプレヒトの娘
と結婚したいと望む時には，一転して氏素姓の方を優先され，肩書は，実際に
はそれほど重んじられている訳でもないことを思い知らされてしまう。しかし，
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そのナー二は法律顧問官と結婚することになる訳だから，この地位はランプレ
ヒトも真正に認めるだけの実力のある地位だということが判る。フェレンツも
我慢していれば，それまで昇進出来たのだろうか。あるいは，その希望も彼の
氏素姓が障害となって最初から望むべくもないものだったのだろうか。いずれ
にしても，彼がそれならばと，金貸しの老婆に取り入って，遺産を分けて貰う
ことに期待をかけたのはまだ我々の理解の範囲内であろうが，しびれをきらし
てついに実力行使に出た時，この小さな町で，疑われずに済む筈がないと考え
なかったことは，彼の短絡であり，結局彼にとって命とりとなってしまった。
考えてみれば，哀れな若者である。現代ならば，まさにこうした能力には，彼
が昂然とホルヴァートに対して言い放つように，肉体労働よりも大きな報酬が
与えられる。しかし，この物語の時代においては，こうした金銭的に裏づけら
れていない形での肩書だけでは社会的地位として不十分なのであって，殊にラ
ンプレヒトのような商人の心を満足させるには，肩書と金との二つが揃ってい
なければ一人前に扱われなかったのである。いや，実の所はそうではなくて，
肩書などはどうでもよくて，金さえあればよかった。インター・ローカルな価
値としての知の力（ちなみにフェレンツは近代のナショナリズムー土の文化
一がヨーロッパを覆う以前の中世カトリック社会において重視されたインタ
ー・ローカルな知力としてのラテン語をも身につけていた）が重んじられるよ
りも，とうの昔から重んじられてきたもう一つのインター・ローカルな価値と
しての金を持っていれば充分だったのである。その象徴的な存在となっている
のが，マルチパンのリーゼ婆さんである。老婆がフェレンツを利用し得たのは
彼が自分と同じ価値観に立つ存在だということを見抜いていたからこそであり，
二人が結びついたのは決して偶然ではない。どんなに老婆が人から忌み嫌われ
ていた存在であっても，結果的にはその財産が人々の尊敬を集めさせることに
なるではないか。そしてその金はと言えば，夫が死んで金貸しに転じた時以来，
金が金を産む如くにして増えてきたものだった。そう考えると，この小説では
知的能力・金というインター・ローカルな属性と，氏素姓・土の文化というロ
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一カルな属性との対立が描き出される物語だと言うことが出来るかも知れない。
ありふれた言葉で言い直してしまえば，旧秩序と新秩序との相克ということに
なろうか。いずれにしても時代の転換期を象徴する物語になっている訳である。
　ところで，物語の本来の筋はアントン・レーンハルトが故郷を捨てて逃げ延
びてきたハンガリーの片田舎に着いた所から始まっている。時代も作者はハン
ガリーとハプスブルク・オーストリアとの間に「サトマールの和平」（1722年）
が結ばれた直後の平和な時代として，実際よりもおよそ百年も昔のことにして
いる。これはヴィンフリート・フロイントが指摘するように，まるでクリスマ
スに関係ある楽しい話であるかのように想像させる》マルチパンのリーゼ婆さ
ん《という題名を付けていることと言い，それだけ後半におけるどんでんがえ
しの効果をより強烈にしようと狙ったものと考えられる。この平和な時代の，
まさにハンガリーという田園地帯の，土に生きる社会，旧秩序がそれだけまだ
しっかりと人々を支配している世界の中にインター・ローカルな存在としての
フェレンツが入り込んで来たのである。このハンガリーで彼を受け入れる場所
はまさにホルヴァートの商人館をおいてなかった。氏素姓を追及するでもなく，
能力次第で彼を雇おうとするだけ開けたホルヴァートにして，しかし，旧秩序
の価値観からは脱しきっていないことが，結局は娘の結婚問題で一挙に明らか
になる。商人としての彼にとってフェレンツのような事務能力という新しい形
の「知の力」が今後一層必要とされるという時代の波は充分理解出来ている筈
なのだが，自分はと考えれば，各地を回る足，つまり「肉体の力」でここまで
の財の礎を築いてきたのであり，それは完全に旧秩序の価値観を支えるものな
のである。そういう意味からも二人の出会いは極めて象徴的に描かれているこ
とが判る。ホルヴァートにとっては飽くまでフェレンツは施しを与える対象（上
から下への立場）なのであったが，それをこの若者は生意気に足で蹴ってしま
う。おそらくこんなタイプの人間には彼はハンガリーではお目にかかることは
なかったであろうし，それ故にこそこの若者に興味をひかれもした訳である。
しかし，娘の婿にして自分と同列の立場に置いてみるなどということはおよそ
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最初から考慮の外のことである。それに第一娘が自分から結婚相手を決めると
いうことも，こうした旧秩序の価値観を持つ彼にとっては天地をひっくりかえ
すようなことである。
　ホルヴァートとの出会いからそうであったように，この地にあってフェレ！ン
ツに求められたのはそのインター・ローカルな知の力だけなのであって，ロー
カルな属性たる彼の氏素性などは無用である。しかし，フェレンツにとってそ
れはここで無用とされる以上に自分の方から隠さねばならない理由を抱えるも
のであった。前半の推理仕立ての物語の部分では，この彼の素姓をめぐっての
暴露ということを中心に筋が展開されていく。フェ1／ンツが一番恐れているの
は，自分を受け入れてくれたインター・ローカル性を持つこの商人館が同時に
そのインター・ローカル性の故に各地からの客人をここに集めるということで
ある。中には故郷シュタイヤーマルクトからの人々だって当然いる。その人々
に自分は顔を知られている。それを見付かってしまうことである。だから彼は
その度に包帯をぐるぐる巻いて顔を隠さねばならない。彼は己の正体をこうし
て隠しながら，相手の正体を吟味しているのである。それは結果的に物語の最
後まで成功し続けたかに見える。しかし，皮肉なことに，まさにここでは最も
ローカルな存在であるアンタールーこの男は生粋のハンガリー人で，そのこ
とが彼の誇りであった一によって本能的にそのうさん臭さを直ちに嗅ぎとら
れてしまう。それにシュタイドラーにも故郷で彼は顔を二度見られている。こ
のことが最後の最後になってついにチェンチにも彼の正体を知られてしまう原
因となるのだが，それと同時に読者には後半ずっとフェレンツは神の目という
視点から眺められるように物語は構成されている。しかも，当の本人は死ぬま
でついにそれに気がつくことがないままなのである。神の裁きがこの物語のテ
ーマとなっていると先に述べたが，それを支えるライト・モチーフが真実相を
見ることの出来る「目」である。ホルヴァートの方も肝心な局面に遭遇した時
に限って，旧秩序の価値観に頭を占領されているために，その真実相を見逃し
ていく。アンタールが忠告した時，フェレンツがついに正体がばれたかと体を
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震わせており，チェンチがそれを介抱した時，そしてチェンチが家出の決行を
ためらい，父を前に気弱さを見せた時である。こうして長年彼のもとで奉公し
てきたアンタールの忠告にも，彼にとってまさに有能な片腕となっているフェ
レンツの能力を失うことが惜しいがために耳を貸さず，むしろ自らかばってや
ってきたその当のフェレンツに，彼は最後になって自分の館の地下にあって，
文字通りその土台から，彼が守ろうとした世界を揺さぶられるようとするのだ
が，そのことにすら彼は気がつかない。
　一方，フェレンツは，結局，自分を暖かく受け入れてくれたこのホルヴァー
トのもとでも，またそろブルックの時と同じ欲望に取り付かれ，チェンチとの
愛情を道具にしてホルヴァートの財産を狙うということを繰り返すために，つ
いにマルチパンのリーゼ婆さんの亡霊によって復讐され，自らの命を落とすは
めになった。
　チェンチだけが旧来の秩序とか，新しい秩序とかいった何らかの固定的な観
念の虜になっておらず，彼女は純粋にフェレンツへの愛情に生きることを選ぶ
のである。ホルヴァートとフェレンツとの対立の構図の中で，彼女のこうした
無垢な心にだけは，全く受動的な形でありつつも，その歩み出そうとしている
一歩がいかに危険なものか，マルチパンのリーゼ婆さんの亡霊という姿をかり
て，警告が発せられ，真実相が与示される。
　ところで逡巡するチェンチに家出を決意させるに際して，作者は彼女が幼い
頃から自立の気持ちを人一倍強く持つように育てられてきたからと説明してい
るが，それは伝記の部分でみたように，恐らく幼くして母を亡くすという同じ
境遇に成長したハルム自身の信条でもあったろうし，これ以外の幾つかの作品
についてのあらすじで見たように，彼が描く登場人物に共通した特徴でもある。
しかし，こうした自立心は時として回りの世界に対して波紋を引き起こす。そ
してその中でも相手に対する思いやりを失わないでいる時には，波紋は自然と
回避され，又調和が回復されるが，しかし，自立の心もそれが過剰なると，も
う我欲との境がなくなり，他者をも，自分をも悲劇へと引っぱりこんでしまう
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のである。
Friedrich　Halms　ausgewahlte　Werke，4Bde．　in　einem　Band．
Herausgegeben　und　mit　Einleitungen　versehen　von　Anton　Schlossar．　Leipzig
1904．Hesse＆Becker　Verlag．
Ernst　Haeussermann：Das　Wiener　Burgtheater．　Wilhelm　Goldmann　Verlag．
Winfried　Freund：Die　deutsche　Kriminalnovelle　von　Schiller　bis　Hauptmann．
Sch6ningh．
Die　Macht　des　Geldes．
Hrsg．　von　Winfried　Freund．　Schδningh．
一68一
